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要 旨

バスケットボール競技は，１チーム５人ずつのプレイヤーからなる対峙する２チーム間
の得点の多寡により勝敗は決するが，実際のゲームでは，常時５人対５人の対等な人数比
でゲームが展開されているとは限らない。そこで，２００３年に開催された第４回日本バスケッ
トボール女子リーグにおける JE対 JLのファイナル３ゲームを対象に，各クォーターごと
の得点経過から２チーム間におけるオフェンス，ディフェンスそれぞれの人数比を算出し，
この数値を基に，プレイ展開上における人数比の増減傾向とその標準偏差にどの程度差異
がみられるのか分析を試みた。即ち，ゲーム中の攻防におけるプレイヤー数比の増減を分
析することにより，テンポ或いはペースで表現されるプレイの時系列推移（「流れ」）を捉え
た。分析方法は，ゲームを VTRで再現し，ゲームスコア，クォーターごとのスコア，攻
撃回数（総攻撃回数，基本攻撃回数）を調べ，このデータを基に，ディフェンス人数，オ
フェンス人数，巡回回数，回帰係数（回帰直線），標準偏差を算出した。その結果，２チー
ム間の攻防における人数比を利用して，ゲームにおけるチームの流れや安定性を捉えるこ
とは，ゲームごとの戦力を詳しく分析する有意な手段であり，練習内容や，作戦の決定な
どに客観的な資料を提供した。

� 緒 言

バスケットボール競技の勝敗は，１チーム５人ずつのプレイヤーからなる対峙する２
チーム間の得点の多寡により決する。しかし，実際のゲームでは，個人の能力差やチーム
の戦力差によって，常時，５人対５人の対等な人数比でゲームが展開されているとは限ら
ない。また，テンポ，或いはペース等で捉えられるプレイの「流れ」，即ち，ゲーム展開
上に現われるプレイの時系列推移は，プレイヤー数比及び得点経過の変動と共に，攻防の
成否，引いては勝敗に多大な影響を及ぼすものと考えられる。
これまで，バスケットボールゲームにおける得点経過に関して幾つかの報告２）３）４）６）はある

が，それらはいずれもゲームスコアから捉えた戦力分析であり，所謂，人数比を比較しな
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がら得点経過と「流れ」を関連付けた例は見あたらない。
そこで，本研究は，日本女子バスケットボール界の上位チームを対象とし，各クォーター

ごとの得点経過から対峙する２チームにおけるオフェンス，ディフェンスそれぞれのプレ
イヤーの人数比を算出し，この数値を基に，「流れ」の分析を試みたものである。

Ⅱ 研 究 の 方 法

１．分析の対象
２００３年に開催された第４回日本バスケットボール女子リーグにおける JE対 JLのファイ
ナル３ゲームを分析した。
２．分析の方法

VTRで再現し，ゲームスコア，総攻撃回数，クォーターごとのゲームスコア並びに攻
撃回数を調べた。なお，攻撃回数は２４秒計のリセットごとに１回とし，このデータを基に，
ディフェンス人数，オフェンス人数の数量化を図った。
�オフェンス人数（X），ディフェンス人数（Y）の分析について
ゲームスコア（ I ）は，ゲーム終了時に確定された実数であるが，オフェンス人数（X），

ディフェンス人数（Y），基本攻撃回数（N）注１），巡回回数（ S）注２）１）を用いて以下のよう
に表すことができる。なお，以下の数式は前稿８）を参考にした。

I ＝２ NS 
X

X ＋ Y
X ＋ Y
XY ＋ １ 

…①

I：ゲームスコア N：基本攻撃回数 S：巡回回数

１ゲームの基本攻撃回数を８０回，そして，１回の攻撃が終わるまでに２．６回の巡回が起
こる注３）と仮定し，この数値を①に代入する。即ち，X＝５，Y＝５のとき，N＝８０，S＝２．６と
して，シミュレーションしたときのゲームスコアを求めた式であり，置き換えると下記の
数式になる。

X 

XY ＋ １ 
I = ４１６ …②

そして，VTRにより調べた実際の攻撃回数を用いてゲームスコアを表すと以下のよう
になる。

I ＝２ X
X ＋ Y

N 0 …③

N０：実際の攻撃回数

数式②，③より，自チームのオフェンス人数，相手チームのディフェンス人数を算出し
た。また，クォーターごとのオフェンス及びディフェンス人数は，N＝２０（１ゲーム N＝
８０の１／４）として算出した。
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�プレイ展開上の流れの分析について
プレイ展開上におけるチームのオフェンス，ディフェンスそれぞれの流れの変化を把握

するため，クォーターごとの人数比の回帰直線注４）７）を図示した。なお，回帰係数（m）は，
次の数式を用いて算出した。

m ＝ 
XYσ
X２ σ

Σ (Xi－X)XY ＝ σ
n

i=１ 

１ 
n

(Yi－Y)

Σ
n

i=１ 

(Xi－X)
２ 

X
２ ＝ σ １ 

n

m：回帰係数 X：Xの平均 Y：Yの平均

次にオフェンス及びディフェンス人数の標準偏差（ σ）注５）５）を下記の数式により算出し
た。

X
２ ＝ σ (X１

２＋X２
２＋X３

２＋X４
２) －X ２ 

１ 
４ 

Xn：nクォーターのオフェンスの人数比

X
２ ＝ σ １ 
４ 

(Y１
２＋Y２

２＋Y３
２＋Y４

２) －Y ２ 

Yn：nクォーターのディフェンスの人数比

Ⅲ 結 果 と 考 察

表１～３は，ゲームスコア（ I ），オフェンス人数（X），ディフェンス人数（Y），実
際の攻撃回数（N０）を示し，図１～１２は，人数比とその平均，標準偏差（ σ），プレイ展
開上におけるそれぞれの流れを回帰直線によって示したものである。

表１ ゲーム１におけるクォーターごとの得点，人数比，攻撃回数

TEAM JE JL

ITEM I X Y N０ I X Y N０

１Q ２２ ４．５ ４．７ ２２ ２１ ３．４ ４．５ ２５

２Q ２３ ３．１ ４．２ ２７ ２４ ６．３ ４．２ ２０

３Q １６ ３．１ ７．１ ２４ １４ ３．３ ６．２ ２２

４Q ２０ ４．５ ６．６ ２１ １５ ３．４ ５．０ ２２

TOTAL ８１ ３．７ ５．４ ９４ ７４ ３．８ ４．９ ８９

AVE. ＊ ３．８ ５．７ ＊ ＊ ４．１ ５．０ ＊
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表２ ゲーム２におけるクォーターごとの得点，人数比，攻撃回数

表３ ゲーム３におけるクォーターごとの得点，人数比，攻撃回数

図１ ゲーム１における JEのオフェンス人数比

図２ ゲーム１における JEのディフェンス人数比

TEAM JE JL

ITEM I X Y N０ I X Y N０

１Q ２５ ５．２ ４．５ ２２ ２２ ４．１ ４．０ ２３

２Q ２２ ５．０ ５．９ ２１ １７ ４．４ ４．５ ２０

３Q １９ ４．３ ７．１ ２１ １４ ２．７ ５．２ ２５

４Q １６ ３．８ ５．９ ２１ １７ ４．８ ６．２ １９

TOTAL ８２ ４．５ ５．７ ８５ ７０ ３．８ ４．９ ８７

AVE. ＊ ４．６ ５．９ ＊ ＊ ４．０ ５．０ ＊

TEAM JE JL

ITEM I X Y N０ I X Y N０

１Q ３４ １７．０ ６．２ ２０ １６ ３．６ ３．０ ２２

２Q ２２ ６．３ ４．０ １９ ２５ ７．８ ４．６ １９

３Q １７ ３．４ １２．６ ２３ ８ ２．４ ５．８ ２５

４Q ２３ ４．３ ４．０ ２３ ２４ ３．２ ４．３ ２７

TOTAL ９６ ５．４ ５．４ ８５ ７３ ３．５ ４．１ ９３

AVE. ＊ ７．８ ６．７ ＊ ＊ ４．３ ４．４ ＊
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図３ ゲーム１における JLのオフェンス人数比

図４ ゲーム１における JLのディフェンス人数比

図５ ゲーム２における JEのオフェンス人数比

図６ ゲーム２における JEのディフェンス人数比
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図７ ゲーム２における JLのオフェンス人数比

図８ ゲーム２における JLのディフェンス人数比

図９ ゲーム３における JEのオフェンス人数比

図１０ ゲーム３における JEのディフェンス人数比
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１．クォーターごとの人数比について
Xについては殆どが得点の多いチームに高数値が表れたが，ゲーム１の第３クォーター

及びゲーム３の第４クォーターでは得点の高いチームが Xで低数値を示した。他方，得
点が高く Y値が低いクォーターはみられなかった。JEが最低値を示したのは，ゲーム１
の第２・３クォーターの X＝３．１であり，最高値は，ゲーム３第１クォーターの X＝１７．０
であった。このとき JLは Y＝３．０と顕著に低数値を示し，JEの強力なオフェンス力を示
した要因のひとつであったと思われる。また，JLが最低値を示したのは，ゲーム３の第
３クォーターの X＝２．４であり，この数値は，約半人数で攻撃したことを表すものであり，
同様の評価ができる。そして，JLの最高値は，ゲーム３の第２クォーターの X＝７．８であ
り，JLは，JEより数値の変動が小さいことが分かる。この事象により，常時得点が優勢
であった JEは，JLよりもメンバーチェンジを頻繁に行っていることから，メンバーチェ
ンジは，オフェンス及びディフェンスの人数比の変動に関与することが伺えた。
２．ゲーム展開上の流れについて
ゲーム中の X，Yの変動を回帰直線で示すことにより，プレイ展開上におけるオフェン

ス，ディフェンスの「流れ」を捉えた。回帰直線を分類すると，右上がりの直線，右下が
りの直線，ほぼ平行状況の直線の３つに分けられる。右上がりの直線は，全て Y図に，
右下がりの直線は，全て X図であったことから，これらのゲームにおいて，プレイ展開
上の流れは両チームともディフェンスは上り調子，オフェンスでは下り調子の傾向がある
ことが伺える。詳細に分析すると，傾きの値は，殆どが－０．７６から０．７６間の値であるが，
ゲーム３での JEの傾きが－４．２と顕著な値を示した。その要因は，第１クォーターでの JE

図１１ ゲーム３における JLのオフェンス人数比

図１２ ゲーム３における JLのディフェンス人数比

バスケットボールゲームの攻防における得点経過から捉えたプレイヤー数の変動
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が３４対１６，X＝１７．０であり，それ以降のクォーターでは X値が平均値であった。したがっ
て，回帰直線は，他よりも急な下り調子の傾きを示した。また，ゲーム１における JEの
Xは，傾きが０でプレイ展開上に流れは見られない。また，平均は，３．８と低値を示した
ことから，安定したオフェンス力であったといえる。このとき JLの Y値は，正数であっ
たことから，JEは，上り調子のディフェンスと安定したオフェンスの最も理想的なゲー
ム展開であったと考えられる。
３．ゲームごとのオフェンス力及びディフェンス力の安定度について
標準偏差により，人数比の散らばりを分析することで，オフェンス力及びディフェンス

力の安定度を捉えた。ゲーム２で JEは，X，Yどちらも平均値±０．５以下となり，他のゲー
ムに比べて振幅が狭く安定していたが，Xにおけるゲームの流れを表す傾きは負の数であ
るため，オフェンス力は，下り調子であるといえる。また，Yにおいては，平均が５．９と
比較的高数値を示し，傾きが正数であることから，上り調子で強いディフェンスであった
と考えられる。このとき JLの Xは，傾きが平行状況にあり，平均値は，４．０と５人以下
を示したことから，JEの安定した強力なディフェンスによって，JLのオフェンスが抑え
られていたものと考えられる。ゲーム３における JEの Yについて，傾きは，０．２と比較
的緩やかであるが，標準偏差は，平均値±３．５と大なる値を示した。JEは，不安定なディ
フェンスを展開していたものと考えられる。

Ⅳ ま と め

本研究は，日本女子バスケットボール界の上位チームを対象に，各クォーターごとの得
点経過から対峙する２チームにおけるオフェンス，ディフェンスそれぞれの人数比を算出
し，この数値を基に，プレイ展開上における人数比の増減傾向とその標準偏差にどの程度
差異がみられるのか分析を試みたものである。
結果をまとめると次の通りである。

１．クォーターごとの人数比について，JEは，Xにおいて最高値と最低値の差が１３．１，Y
の差は，８．６，JLでは Xが５．４，Yが３．２であった。メンバーチェンジをより多く行った JE

に大きな変動が起きていることから，メンバーチェンジは，人数比の変動に影響を与え
ることが認められた。

２．クォーターごとの人数比の多少により，ゲーム中の攻防には流れが生じるが，その流
れは，相手の力との相対比によって常時変化するものと考えられ，両チーム共にオフェ
ンス力は，下り調子，ディフェンス力は，上り調子になっていることが認められた。

３．２チーム間の攻防における人数比を利用してチームの流れや安定性を捉えることは，
ゲームごとの戦力を詳しく分析する有意な手段であり，練習内容や作戦の決定などに役
立つものと考えられる。

注

注１）ゲームにおいて１チームが攻撃を行う回数。
注２）攻撃が始まり，２４秒計がリセットされるまでの攻撃回数から，１回目の攻撃を減算
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した回数が巡回回数であり，１回のシュートに至るまで m回攻撃したとすると，巡
回が起こった回数は m－１となる。

注３）巡回が起こる確率（巡回確率：u）は，u＝（XY＋１）／（X＋１）（Y＋１）で求める
ことができる。そして，巡回回数（ S）は，S＝（１／１－u）－１で求められるこ
とから，変換すると，（XY＋１）／（X＋Y）となり，X＝５，Y＝５を代入すると，２．６
（２６／１０）になる。これはシュートに至るまでの１回の攻撃で２．６回の巡回が起こる
ことを示している。

注４）与えられた確率変数 xの値に対する確率変数 yの条件付き期待値が，方程式 y=ax

＋bで与えられるときのグラフ。
注５）観測データが標本平均（X，Y）のまわりにどのように散らばっているかを示す尺

度であり，標準偏差が小さいほどデータは平均値のまわりに群がって分布する。
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Summary

Kuniaki OGA*，Keiji SASAKI** :

An Analysis of the Basketball Games on the Changing Ratio of the Player in Offense

and Defense with the Progress of Scores-An Attempt to Analysis of Tempo（Nagare）:

This study was analyzed for JE and JL, the women’s basketball championship final games in

Japan, how many difference were seen about the changing ratio of the player in offense and defense

between two teams to face by mathematically progress score.

The results may be summarized as follows ;

１．In the number ratio of the player in the every quarter, it was１３.１ the difference the highest

numerical value and the lowest numerical value in X,８.６in Y in JE, it was５.４and３.２in JL. JE

had substitution many times in games, so it was showed substitution had effect on the changing

ratio of the player.

２．It was showed that the tempo（Nagare）changed relative ratio on opponent ability, it seemed to

show the offense was down tempo, the defense was up tempo in both teams.

３．It is understood that the grasping of tempo was an effectual measure for analysis of power of

team, and this seemed to show an objective information in coaching and setting practice.

(*Section of Health and Physical Education, Faculty of Education)

(**Tohoku gakuin University)
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